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非小細胞肺がんの個別化医療の確立を目指した遺伝子解析 

 

 

肺がんでは様々なドライバー遺伝子が見つかっていますが、EGFR遺伝子変異、KRAS遺伝子変

異、ALK融合遺伝子以外の多くのドライバー遺伝子の頻度は非常に低く、非小細胞肺がんの 1％以

下です。このため、これら低頻度のドライバー遺伝子が陽性の肺がんに関するまとまった報告は少数

しかありません。今後は、このような希少頻度の肺がん患者さんの性別、年齢、喫煙歴など臨床背景

に関する特徴や、様々な治療法による効果、予後について検討するとともに、それぞれの肺がんの組

織や細胞を顕微鏡で観察し、どのような特徴を持つ肺がんなのか（これを病理学的特徴と言いま

す）、また、その遺伝子を解析し、その他の様々な遺伝子がどのような状況になっているのかなど、そ

の詳しい臨床的、病理学的、遺伝子学的特徴を明らかにして、その原因や有効な治療法を開発して

いく必要があります。 

この研究は、日本及びアジアの病院が参加する肺がんの遺伝子スクリーニングネットワークである

LC-SCRUM-Asia（エルシー・スクラム・アジア）で行われます。LC-SCRUM-Asiaでは、日本及びアジ

ア各国の肺がん患者さんを対象として、肺がんの組織、細胞の遺伝子解析を行い、様々な遺伝子異

常を有する肺がんを見つけて、その臨床的、病理学的、遺伝学的特徴を明らかにするとともに、新し

い診断薬や治療薬の開発を手助けする研究を行っています。発生頻度が低い遺伝子異常を持つ肺

がんを見つけ出すためには、少数の病院でスクリーニングを行っていても、発見は困難であるため、

LC-SCRUM-Asiaのような大規模な組織で遺伝子解析を行う必要があります。 

この研究では、低頻度の遺伝子異常をもつ肺がんを日本及びアジア各国で見つけ出し、その特徴

を明らかにすることを目的としています。また、この研究で得られた遺伝子解析の結果や、遺伝子異

常が陽性の肺がんの臨床的、病理学的、遺伝子学的特徴に関する情報を、この研究に参加する病

院や診断薬及び治療薬の開発を行っている企業に提供することで、診断薬及び治療薬に関する研

究を推進し、個別化医療の発展へ貢献していくことを目的としています。 

本研究は国が定めた「臨床研究に関する倫理指針」を遵守し、当院での臨床研究倫理委員会

（臨床研究の実施または継続に、倫理的観点及び科学的観点から、及び審議する委員会）において

その科学性・倫理性について厳重に審査され、病院長の承認を受けて実施されます。 


